
く

ら

ぶ

区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
電
倶
楽
部
」
で
は
、
市
電
と
沿
線
の
動
画
な
ど
、
市
電
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
（http

://w
w
w
.city.sap

p
o
ro
.jp
/chuo

/

）

大正１５年
南１条西４丁目

昭和２年１２月、電車事業が札幌電
気軌道株式会社から札幌市に譲渡
された。当時の乗車料金は片道６
銭。年間乗客数は延べ１，６００万人
に達した（写真：電車事業所）

札幌随一の繁華街である４丁目十字街。老舗の商店が多く
集まっていた。左手前に見える京屋呉服店の跡地に、昭和
７年、三越百貨店が開店した（写真：札幌市教育委員会文化資料室）

大正７年 札幌電気軌道株式
会社が、３路線、保有車両２４
両で電車運行を始める
昭和２年 札幌市が電車事業
を買収。路線の拡張が進む
昭和３９年 鉄北線の延長によ
り、路線延長が２５．０３キロと
史上最長になる。保有車両は
１５４両、１日に２８万人が乗車
昭和４６年 地下鉄南北線が開
通。市電路線の縮小が始まる
昭和４９年 北２４条～新琴似駅
前間の路線が廃止され、現在
の路線となる

昭和３年ころ
乗車券販売所市営化

にぎわいの中心

大正８年
すけがわてい じ ろう

助川貞次郎肖像

助川貞次郎は、札幌の交通網整備に大
きな業績を残した実業家である。万延
元年（１８６０年）に現在の茨城県に生ま
れ、明治１３年に北海道に渡った後、醸
造業や不動産業などで財を成す。３７年
に共同で馬車鉄道会社を起こすと、後
身の札幌電気軌道株式会社の専務取締
役として手腕を発揮し、草創期の市電
発展に貢献した（写真：助川利夫氏）

市電の父

札幌のメーンストリートである駅前通にも、かつ
て市電が走っていた。写真の駅舎は明治４１年に建
設された３代目の建物で、ルネサンス様式の格調
高い姿が市民に愛された（写真：小熊米雄氏）

現在の電車事業所の周辺。藻岩山のゆるやかな
尾根が眼前に広がっている（写真：富樫俊介氏）

昭和３５年
南２１条西１６丁目

大正９年
札幌駅前札幌の顔

緑の中へ
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